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平成３０年第８回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

平成３０年５月２５日、大川市役所第２委員会室において、平成３０年第８回教育委員会（定例会）

を開催した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １５時４５分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  記伊 哲也 

委 員  貞苅  清 

委 員  谷川 朋昭 

   委 員  一ノ瀬直子 

委 員  蔵本美保子 

 

３．欠席委員 

   なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長           石橋 正隆 

学校教育課主幹          古賀美保理 

生涯学習課長           永尾龍之介 

学校教育課長補佐         本田 龍雄 

生涯学習課長補佐         岡 美詠子 

記録者・学校教育課総務係     永島 潤一 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

  審議事項 

（１） 議案第２４号 臨時代理の承認について 

   

  報告事項 

（１） 臨時職員等の任用について 

 

７．教育長の挨拶の要旨 

前回報告したが、進路指導に係る不祥事について処分を行った。生徒の進路に関わっ

ての願書の提出ミスで、再発防止、生徒はハンディを負うことになるので、今後補償問

題に発展する可能性も加味しており、県内では初めての処分であった。 

道海島小学校においてフッ素洗口を３月より開始した。安全性が保たれるかという目

的で２年間、調査研究を行う。佐賀や長崎では既に全校実施しており、効果は実証され

ているので、本市では安全性を調査する。この件は非常に混沌としており、フッ素洗口

に反対する団体が市外から来て、三又校区で署名や学習会などの活動をされた。また、
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母と女教師の会を利用して、学校関係者にも県歯科医師会を批判するようなビラが配布

されるなど、大きな問題となっており、慎重に対応したい。 

ライオンズクラブからの話で、夏休み前にアメリカより留学生が来日される。昨年は

大川東中学校のみであったが、今年は小学校で外国語科が始まったこともあり、田口小

学校で７月の１３日に１時間目から４時間目まで、３・４・５・６年生と順を追って交流

される。中学校はまだ決定してしないが、小学校は田口小学校のほか１～２校検討中で

ある。 

６月３日に家具工業会よりセンダンの苗木を２０本ほどいただいた。これをどこに植

樹するかという協議があり、結果的に文化センターの噴水箇所に植樹することになった。

１５～２０年でかなり成長するとのことで、文化センター運営に支障をきたすことが予

想されるので、その時は切るということで話をしている。植樹作業は幼稚園児とともに

実施し、子どもたちが２０歳の成人式で樹木の成長を観察することや、家具工業会では

国産の木で大川家具を製作することも検討している。大川の家具はほとんど外国産の木

材だが、中国の進出によりアメリカの木材が高くなり、良い木材が輸入できなくなった

ので自給自足を進めたい考えである。 

午前中の管内教育長会議では、所長より３点の話があった。新潟県の女児児童殺害事

件は犯人逮捕が非常に早く、ある程度犯人の目星がついていた。そうであれば、未然に

防げなかったのかとの疑問がある。県内でも不審者情報はたくさんあり、警察もリスト

を持っているが、現行犯でないと逮捕はできない。身近なところでも声かけ事案は発生

しているので、地域全体で子どもたちの見守りをお願いしたい。 

２点目に、危機管理マニュアルの確認と整備について依頼があった。地域に応じた災

害対策マニュアルの徹底についての要請であったが、本市においては事故も含め危機管

理マニュアルは充実してきたのではないかと考えている。しかし、実際に起こると、ま

だまだかと思う。昨年、福岡市の小学校で理科の実験中に塩酸に関する事故が起きた。

１３名の児童が体調不良を訴え、救急車が到着するまでに１時間が経過し、救急車が１

３台、ドクターヘリ１台出動した。重症の児童はいなかったが、報告書によると現場で

は慌ててしまい、対応が不十分であったとの反省があった。救急車を要請したのは管理

職ではなく、一般教諭で、正確な情報を警察にも伝えることができなかったようである。 

３点目に、来年度の新規採用教職員任用試験要綱が決定し、小学校は７１０名で中学

校は２４０名となった。昨年、小学校は６６０名だったので新規採用が増えることにな

る。今年、本市の小学校の２０代教職員の割合が５０％を超えたが、今後も新規採用は

増える見込みである。２、３年後には、さらに５０代の教職員が退職し、２０代、３０代

が中堅となるので、早くからミドルリーダーの研修をしなければならない時期になって

いる。 

 

８．議事の大要 

審議事項 （１）議案第２４号 臨時代理の承認について 

教育長 

 

事務局 

 

 

教育長 

 昨年度は、社会教育委員との交流はあったか。 

  

直近での交流は平成２６年度である。社会教育委員としての２年間の活動を報告

していただいた。 

 

委員が交代されるので、交流の機会を検討したい。 
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≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１）臨時職員等の任用について 

 質問・意見等なし 

 


